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　課員は住所の経緯度と海面の高さとを，申込みと同時に御報告下さい．若

し五萬分の一の参謀本部地圖に御佳所の黙を附し花山天文豪へ途って下され

ば，経緯度を算定して上げます．

　花山天文豪に於ける夏期中の槻測は曇天多く，7月26日の月食の時も，叉8，月

4日曉の掩蔽も観測出來なかった．掩蔽観測に臨んで最も重要な事は，出來

る丈け精密級の時計を保持し，正確時を維持する事で，0．1秒までの讃取に封

しても常に信頼し得る確度を與へるものであって欲しい．そして槻測の前後

には必ず，ラヂオの時報，或は出來れば無線電信の時報（L天界「第十二巻7年

九月號第29頂参照）を受信し，時計と比較して篠懸時刻のIFI確を期したい・

　精密級の時計に癒しては最近の文獣としてL天界「第12巻第134號（7年6月

號）第211頁，第13巻第152號（8年12月號）第46頁，第14巻第159號（9年7月號）

第346頁等に精細に記載されてるるから滲照されたい，（高城）
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　　　　　　　流星誤報告（昭和九年三月及四月）

　三月及四月の観測は割合少数であった．四月には琴座流星群の出現が比較

的好配件に置かれたが，観測は不充分に終った．新たに槻測者四氏を御紹介

する．三二厨1をいのるものである，

　　福岡市博多壽通　　　　　　　　　 安武研二君
　　京都市中京騒鳥丸通蛸藥師角三和銀行京都支店内　　　　高　井　博　典君

　　榊戸市高羽諏訪山　　　　　　　　　　　　　　　　　　荏　部　　進君

　　宮崎縣北諸縣郡高崎村大字前田　　　　　　　　　　　　肥木田丈雄君

流星群の出現擬況

　前記琴座流星群は本田，勝浦，稻垣，和田の四君及筆者によって親測した

丈であって，特に最盛時の22日夜孚後以外の槻測は甚だ少い・

　竿≡者が22日午前一時牟より一一時聞四人の共同者とともにCOmlting　method

によって数へ得たる流星の数は

　　　　　　　　　　　琴座流星群　　　　　　22

　　　　　　　　　　　他　　　　　群　　　　　　17

　　　　　　　　　　　合　　　　　計　　　　　　39

で，琴座流星群の出’現としてはあまり淋しい方ではなかった様である．

　共の他，南米の勝浦市によって4月10日前後にコップ座に，同月20日前後に

乙女座に輻射黙を有する流星群の出現を認められて畿るが，あまり顯著のも

のではない．

　詳細は花山ブレテン第288號を見られよ．

　　　　　　　　　　　　　ヌ，一つの陽星坑

　米油ではアリゾナ州フラグスタフ市に近く，有名なMeteor　Cratevと呼ぶ

不思議な坑があって，昔し（？），限星が室から落下して作った凹みであると，

ひろく零丁されて居るが，．一昨年頃，東部のカロライナ州の海岸地方にも此

の種の賢将坑が飛行家によって多く獲見されたといふ説が傳へられた．一一と

ころが，最近，叉々，同じ米國のネヴグ州フアロンFaUOn市の東北東に當っ

て，直径1マイルばかりの坑が問題となった．由れは以前から火山の噴火口

の跡だと思はれてるたが，近頃，地質學者たちの調査により，阻星坑だとい

ふことが確かめられたといふ・
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　　　　　　　　　　　黄道光課月報

　　　　　　　　　　　　幹事　　淺野英之助

　七月分の報告は僅少のため八月と共に次圃へ掲げます．

　　　　　　　　　　　　10月の櫃況豫報

黄道光　西天一一宵の観測は前月末より引績いて1日一一一12日頃迄可能であ

　　　　　る．叉，月末27日頃以後翌月へかけても可能である．

　　　　　此頃は黄道の傾斜最も：甚だしく且つ銀河に妨げられ一年中でコン

　　　　　ヂシヨン最悪の頃である．月末は漸く銀河以東に移るe

　　　　　．比車交銀河はC．

　　　　東天一曉の観測は7日一21日頃迄可能である。此頃，銀河を天

　　　　　頂に見て懐しき獅子座のあたりコンヂシヨンは甚だ良くなってく

　　　　　る．比較銀河はM．

封日照 宥22時頃から曉3時頃迄の探測は1日一20日頃迄可能である．今月

は大いに鞘翅上興味のある月でバ1ナ1ド氏に依れば

“10月の初め頃は眞に圓く・大きいが直ちに著しい攣化を始める・4日か5

　日頃には僅かに長くなる．それが10日か11日頃からは黄道に港って甚だ

長くなり，蘇に18艮頃には黄道上に長く延びてみる光引上の軍なる膨ら

みに過ぎない様に思はれる，，，（課垣信Noβ6参照）

今月は好機魯であるから是非諸君の熱心に依って充分に野相を究

めたいものである．位置は魚座附近．

同時観測其の他の計劃はその都度各槻測者に急報を獲逸してゐます．

南米の観測近況

　最近到着した本年六月の観測報告に依れば，勝浦君，大窪三共に観測敬12

圃で曉が多く常に光帯が見えてをり，勝浦君は甚だ幅廣く大窪君又，相當に

　　　襯測番號　（6刀分）

　　　　勝浦茂雄君　308一一一319　　：大窪丈秀：君　361－372

廣く，特に同君は黄道光の低部より頂黙，註記へ（時に封日照へまでも）かけ

て共の中心線上に梢ミ明るい，しかも比較的回心線の顯著な幅10。一5。程度

の中心帯を注意されてるる．黄道光の明るさは西天は梢ヒ淡く，東天は射手

座γ星附近の銀河の1．5×程度が普通である．本月は封日照の糊測はなV・，
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　次に，勝浦君に依れば，明るさは箇箇共に昨年六月より梢ミ明るく一昨年

観測開始の頃よりは淡く，色は常よりも梢ミ青味が強く感ぜられた，とあ

り，叉

　　　　　“Bandは常に東西に認められ，實に見事なものです・明るさは殆んど一

　　　　　定してみる様です・銀河が丁度東西の地雫線上に位する場合は，銀河の

　　　　　　明るさは非常に衰へて見えますが，銀河に代ってBandが美しく見えま

　　　　　　す，銀河と比較して淡い乍らその淡い銀河と直角に天頂を逓って東西に

　　　　　連る様は一一大美観であります・

　　　　　我々の地球が常にあの檬な光bの帯でとbまかれてるるのかと思へば何

　　　　　　んとな．く怖ろしさを箆える位です・，，

　以上の如く實に肚槻な様が察せられるが，その實感は槻者に所謂地球説を

肯定せしめた様である．なにはともあれ，我が同胞の異郷の地に開墾のかた

はら，宵から曉へかけて日々徹宵せんばかりの努力が屈ぜす彿はれてるるこ

とは，全く感激の外なく當に儒夫をして起たしむの慨がある．釜ミ爾君の健

岡を所って止まない．　（▽iii．31．　lg34）

　　　　　　　　　　　　彗　　　星　　　課

　Ene｝〈e彗星（1954a）．去る7月頃見されてより・段々光度が大きくなって，

8月17日の朝には9．Om位になった．夜明け少し前，曉に先んじる論題1時聞絵

り何しろ東の室に低いので絶えず雲に妨害されて8月中は際どV槻測であっ

た．前月號に報じた豫報位置は8月20日に於いて．da＝一〇．3m　4δ＝十1／5

位の○一Cがあった．9月15日近の鮎を通過して以後，夕方の室に見える・本

月の豫報位置は次の通りであるが，多分見えないだらう．

1明1日｛lh　ll：3n＝ilO　ll：3…ll，日llh　l12コll．1：1’

　　　　s　13　ore　o　一16　59．5　1　lt5　14　56i．t．・　一2，0，　g，　．o

　　　　碍1、1：§＝糠：馴　／7158・5一243’1

段々南へ下る．光度も淡くなって，北掌球の観測表には都合悪くなる．

　ワハマン氏が去る8月10日三見された1954b彗星脚ちシブスマン第二週期

星（ブレテン第288號を見られ．よ）は後報により小遊星（44）Nysaであると判

明した．
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　大分涼しくなって戸外講師も，大鳥樂になるt中秋の名月の後を受けて，

一年中を通じて最も室の澄む時になったから，せV・ぜV・長時聞向州して，淡

い星迄撮影されん事を望む．小遊星も段々北天に移って來て，すNきにそよ

ぐ秋風の音を聞きながら星を追って居る最も印象の深v・時期である．

　　　　　　　　　　遊　星面課　月　報

　圭星　昨年は白斑で眼を引いたが，今年は落付いて居るか？　別に大した

攣化は見られす，又情報も入って居ない．温帯部が目立って暗く叉6月に比

べて恥部より赤道部の方が幾分暗い様であるが，昨年の跡は全くない様であ

る．15cm以上の方は是非今後見て欲しv・．去8月27日山本課長は花山30cmで

二十年來見たことの無V・立派な土星を見た．

　來年の火星が年末から少し見られる様になるのでプランを各自にそろへ立

って，課の方＾知せて戴き當幹事の方で縛器纏めて適宜に計書したい，右お

願ひして置く．
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八月申の観測数
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▲8月は好天氣の爲．報告数は甚だ多かった．上表の中，勝浦氏のものは6．7

月の分である・　　　　　　　　　　　　　　　はくてう座SS星の8月の極大
▲新に報告を途られた鈴木一男氏を紹介する．　ao

　大阪市南匠鰻谷仲之町55鈴木一男7Cm反射鏡s．。

▲8月より報告された方には從來の葉書を止め，to・。

葉書型の簡輩な謄爲版刷を配布してみる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il，e▲はくてう座SS星の8月の極大．花山急報97號参
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　ヒドラ座R星及センタウル座T星の極大．課員の観測より別圓の光度曲線

を引V・た．詳しい事は今秋非行の花山ブレテンに磯表されるが，これより決

定した極大時は次の如し

　　　　　　　　　　　　ヒドラ座R星　　　　　　　　　センタウル座T星

　　極大日】934年6月13日（4．6等）1934年6月7H（5，6等）

酬濫・三灘　　器
　　　　　　　　　ヒドラ座R星及センタウル座T星．の極大
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黒黒占相i獣数報告・（1934年八月）課陽太
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●花部，前田爾氏が一ケ刀皆測であるのは自他共に喜ばしい事で，かくの如きは長年

の湖測に於でも極めて稀な事であるが，然し又なかなか努力の要する事でもある・恐

らく，終日の曇天なるも時々雲の切間から瞬間的に陽光のもれる折を断へす注意され

たといふやうな日が，幾日かあつた事であらう・


